
１　理事会の開催（３回開催）

　◇５月２７日〔出席者：理事１４人（欠員１人）、監事１人の１５人〕

　　　平成２６年度の各種業務契約締結及び単価契約報告、欠員による評議員選任、事

　　務局組織規程の一部改正、嘱託職員等雇用規程の一部改正、福祉委員会会則の一部

　　改正、平成２５年度事業実績報告、平成２５年度収入支出決算、平成２６年度一般

　　会計収入支出補正予算（第一次）の議案審議

　◇１２月１９日〔出席者、理事1５人、監事2人の１７人〕

　　　経理規程の制定、嘱託職員等雇用規程の一部改正、平成２６年度一般会計収入支

　　出補正予算（第二次）、給与規程の一部改正の議案審議

　◇３月２４日〔出席者：理事１５人（書面６人）〕

　　　欠員に伴う評議員選任の同意、定款の一部改正、事務局組織規程の一部改正、文

　　書取扱規程の一部改正、個人情報保護規程の一部改正、受託事業管理規程の全部改

　　正、指定訪問入浴介護事業運営に関する規程の廃止、指定介護予防訪問入浴介護事

　　業に関する規程の廃止、相馬市総合福祉センター防火管理規程の一部改正、苦情解

　　決取扱規程の一部改正、就業規則の一部改正、被服貸与規程の一部改正、給与規程

　　の一部改正、嘱託職員等雇用規程の一部改正、パートタイム職員の雇用管理規程の

　　一部改正、平成２６年度一般会計収入支出補正予算（第３次）、平成２７年度事業

　　計画（案）、平成２７年度一般会計収入支出予算（案）の議案審議

２　監事会の開催（１回開催）

　◇５月１９日〔出席者：監事２人、会長、常務理事、担当職員３人の７人〕

　　　平成２５年度の事業内容及び収入支出決算についての監査を受け、内容が適正に

　　処理されていることが確認されました。

３　評議員会の開催（３回開催）

　◇５月２７日〔出席者：評議員２１人（欠員５人）、監事１人の２２人〕

　　　平成２６年度の各種業務契約締結及び単価契約報告、欠員による理事選任、事務

　　局組織規程の一部改正、嘱託職員等雇用規程の一部改正、福祉委員会会則の一部改

　　正、平成２５年度事業実績報告、平成２５年度一般会計収入支出決算、平成２６年

　　度一般会計収入支出補正予算（第１次）の議案審議

　◇１２月１９日〔出席者：評議員２５人（欠員１人）、監事１人の２６人〕

　　　経理規程の制定、嘱託職員等雇用規程の一部改正、平成２６年度一般会計収入支

　　出補正予算（第二次）、給与規程の一部改正の議案審議

　◇３月２４日〔出席者：評議員２４人（欠員１人）〕

　　　定款の一部改正、事務局組織規程の一部改正、文書取扱規程の一部改正、個人情

　　報保護規程の一部改正、受託事業管理規程の全部改正、指定訪問入浴介護事業運営

　　に関する規程の廃止、指定介護予防訪問入浴介護事業運営に関する規程の廃止、相

　　馬市総合福祉センター防火管理規程の一部改正、苦情解決取扱規程の一部改正、就

　　業規則の一部改正、被服貸与規程の一部改正、給与規程の一部改正、嘱託職員等雇

　　用規程の一部改正、パートタイム職員の雇用管理規程の一部改正、平成２６年度一

　　般会計収入支出補正予算（第三次）、平成２７年度事業計画（案）、平成２７年度

　　一般会計収入支出予算（案）の議案審議

４　福島県社会福祉大会への参加

　　＊期　日　　１１月１９日

　　＊会　場　　福島市「福島文化センター」

　　＊参加者　　１２人（理事　６人、評議員　３人、職員等３人）

１　基金の積立状況（平成２７年３月３１日現在）

　　＊社会福祉基金　　　⇒　７，５００，０００円（平成１８年度積立開始）

　　＊福祉バス購入基金　⇒　４，３５５，０００円（平成１６年度積立開始）

１　総合福祉センターの管理経営【相馬市指定管理者事業】

　　市民の社会活動参加のための諸会合や健康増進、研修、市民のふれあいと交流の場

　として設置された、総合福祉センターの管理・運営業務を指定管理事業として実施し

　ました。

２　各種資金貸付事業

（１）生活援助資金の貸付事業

　　　低所得世帯を対象として、緊急かつ一時的な資金としての小口資金の貸付を行い

　　ました。

－１－
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件 円

件 円

件 円

件 円

（２）生活福祉資金の貸付事業【県社協委託事業】

　　　福島県社会福祉協議会の委託を受け、低所得や身体障がい者等の世帯に対して、

　　資金の貸付と必要な指導援助を行うことにより、その経済的自立と生活意欲の助長

　　促進を図り、安定した生活を営ませることを目的に資金の貸付業務を行いました。

件 円

件 円

件 円

件 円

３　日常生活自立支援（愛称：あんしんサポート）事業

　　福島県社会福祉協議会の委託を受け、認知症高齢者や障がい者で福祉サービスの利

　用が自己判断で適切に行うことが困難な方を対象に、契約に基づき、一連の生活支援

　を公的な制度でお手伝いを行いました。

　　＊利用者　　　　⇒　８名

　　＊延支援件数　　⇒　７６件

４　権利擁護・ほっとネット協力員養成講座事業

　　権利擁護の視点をもった地域住民を養成し、地域での見守り機能の向上と日常生活

　自立支援事業の担い手（生活支援員）の養成を目的に実施しました。

　　＊期　日　　３月９日

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊登録者　　７名（受講者１８名）

５　ふれあい総合相談所事業の運営【市補助、共同募金配分事業】

（１）心配ごと相談の開設

　　　毎月第２・第４水曜日（その日が祝日の場合はその翌日等）の午後１時から４時

　　まで、各種の心配ごとや悩みごと等の相談を行うため、開設しました、

件 件 件

件 件 件

（２）無料法律相談の開設

　　　毎月第１金曜日（その日が祝日の場合は弁護士の指定する日）の午後１時から午

　　後４時まで、弁護士による法律に関する相談に応じ助言・指導を行うため、無料法

　　律相談所を開設しました。

件 件 件

件 件 件

件 件 件

６　生活復興ボランティアセンター事業

　　東日本大震災後に開設した災害ボランティアセンターから生活復興ボランティアセ

　ンターに移行して、“被災者・被災地の自立支援”を復興に向けての理念に掲げ、生

　活支援相談員１４人を配置し、応急仮設住宅や県借り上げ住宅並びに災害市営住宅で

　の引きこもりや孤立を防止するための見守り、相談、福祉・保健等の情報の提供を行

　いました。

　　また、被災者を中心とした交流の場づくりのため、お茶会やおでかけ会等のイベン

　トの企画・実施を行なうとともに、関係機関・団体との連携を図り被災者の支えあい

　と福祉向上の推進に取り組みました。

１　社協だよりの発行

　　社協の事業計画、収入支出及び事業実績報告、収入支出決算や各種募金等の結果報

　告を行うとともに、社協等の地域福祉活動の記事、福祉情報、福祉サービス等の啓発

　のため、年４回「相馬市社協だより」を発行して全世帯に配付しました。

２　要援護者・世帯等の実態調査

　　相馬市民生児童委員協議会の協力を得て、生活困窮者帯、寝たきり高齢者、一人暮

　し高齢者、重度心身障がい児者等の実態調査を実施しました。

　◇生活困窮世帯　　　　⇒　　５９世帯

　◇寝たきり高齢者　　　⇒　　７６人

　◇一人暮し高齢者　　　⇒　７９９人

　◇認知症高齢者　　　　⇒　　６６人

　◇高齢者世帯　　　　　⇒　５９０世帯

4
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合 計 31
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相 続 8

借地・借家 1 建 築 1

親 子 3

相 談 事 項 件 数

夫 婦 1

そ の 他 9

債権・債務 5 離 婚 3

相 談 事 項 件 数 相 談 事 項 件 数

相 談 事 項

そ の 他 5

離 婚 1 家 族 2 合 計 13

医 療 債権・債務 3

相 談 事 項 件 数 相 談 事 項 件 数
2

平 成 ２ ５ 年 度 14 2,110,000

件 数

平 成 ２ ６ 年 度 11 1,100,000

合 計 954 478,783,700

947 41,143,700

貸 付 年 度 貸 付 件 数 貸 付 金 額

昭和３７年度～平成２４年度 929 475,573,700

14

項 目 事 業 実 施 内 容

貸 付 金 額

415,000

926 40,483,700

平 成 ２ ６ 年 度 7 245,000

合 計

平 成 ２ ５ 年 度

昭和３７年度～平成２４年度

貸 付 年 度 貸 付 件 数



　◇重度身体障がい児者　⇒　１８９人

　◇重度知的障がい児者　⇒　　６１人

　◇父子世帯　　　　　　⇒　　３４世帯

　◇母子世帯　　　　　　⇒　１２４世帯

　◇両親のいない児童　　⇒　　１０人

１　民生児童委員協議会の活動

（１）民生児童委員協議会の運営

　　　市内９方部の民生児童委員協議会（８６人）で組織している相馬市民生児童委員

　　協議会の運営と経理の協力を行いました。

（２）民生児童委員協議会部会活動への協力

　　　民生児童委員協議会部会（女性部会、主任児童委員部会）に対して、資料の提供

　　並びに運営に際して協力を行いました。

（３）民生児童委員研修会の開催

　　　市内の民生委員・児童委員個々の資質向上を図ることを目的とした、相馬市民生

　　委員・児童委員研修会を開催しました。

　　＊期日・会場　　２月１９日（木）総合福祉センター

　　＊研修内容

　　　講　演　『生活困窮者自立支援法』について/『地域包括ケアシステムに関するアンケート調査に関する結果報告』

　　　　講　師　　相馬市社会福祉協議会　常務理事　今野　大/相馬市地域包括支援センター長　愛澤　俊行

　　＊参加者　　７６人　

（４）市内福祉施設への訪問

　　　市内の福祉施設等の設置目的と福祉施設の理解を深めるため、福祉施設の訪問活

　　動を行いました。

　　＊９月２４日　　１３人参加

　　＊９月２６日　　　７人参加

　　＊９月２５日　　１５人参加

　　＊１０月１日　　１１人参加

　　＊１０月２日　　１２人参加

　　＊１０月７日　　１１人参加

　　＊１０月９日　　１０人参加

２　食事サービス事業実施団体との調整会議

　　食事サービス事業を実施している４つのボランティアグループと前年度の反省と、

　今後の相馬市高齢者施策の方向性についての説明を受けるとともに、本年度の行事計

　画の検討のため開催しました。

１　高齢者人口等の調査

（１）高齢化の状況

　　＊６５歳以上の老人人口　　１０，０７６人（平成２７年３月末現在）

　　＊高齢化率　　　　　　　　２８．１％

（２）老人クラブの状況

　　＊老人クラブ数　　３６クラブ

　　＊会員数　　　　　1，４１８人（加入率１４．１％）

２　相馬市地域包括支援センター事業【相馬市委託事業】

　　高齢者が住み慣れた地域で、尊厳ある生活を維持することができるように、福祉や

　医療に関する総合的な相談に応じるほか、独居高齢者の家庭訪問を行い、介護予防対

　策から各種のサービスが総合的に受けられるよう、関係機関・団体等と連絡調整を行

　い、地域の高齢者及びその家族等の福祉の向上を図りました。　

　　また、様々な介護サービスを高齢者の状態の変化に応じて切れ目なく提供できるよ

３　食事サービス事業の実施【相馬市補助事業】

　　ボランティアグループ（ともしびの会、新日本婦人の会・市職員退職者会、さくら

　会、連合福島）及び民生児童委員協議会の協力を得て、孤独で病弱な独居高齢者や高

　齢者夫婦世帯等の希望者に対して、友愛訪問と安否確認を兼ねて、手作りのお弁当を

　配食することにより、対象者の健康保持と生きがいを図ることを目的に実施しました。

　◇対象者　　３４人 （延べ配食数 食）

　　＊第１水曜日…民生児童委員協議会 （ 食）

　　＊第２水曜日…新日本婦人の会・市職員退職者会 （ 食）

　　＊第３水曜日…ともしびの会 （ 食）

　　＊第４水曜日…さくら会 （ 食）

　　＊第５水曜日…各団体で輪番制 （ 食）※連合福島で協力あり。

320

84

1,415

345

348

318
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４　福祉バス運行事業

　　福祉団体及び老人クラブ等が社会福祉等を目的とした事業又は行事への参加並びに

　視察研修のため、福祉バスの貸出事業を行いました。

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞

５　ふれあい電話サービス事業【市補助・共同募金配分事業】

　　民生児童委員を通じて、ふれあい電話サービスを希望する６５歳以上の一人暮し高

　齢者に対して、日常生活の孤独感や不満等の解消と安否確認を図ることを目的にボラ

　ンティアの協力により行いました。

　　＊利用者　　　　２８人

　　＊協力者　　　　　８人

　　＊延べ回数　　１０１回

６　ふれあい会食会の開催【相馬市補助事業】

　　一人暮らしの高齢者を招いて、相馬保育園児による遊戯の観賞やふれあいを楽しみ

　ながら、ボランティアによる手作りの昼食を来賓や民生児童委員等の協力者と一緒に

　食事をとり、参加者や協力者による歌や踊り等を楽しむことを目的に開催しました。

　　＊期　日　　　３月３日（火）

　　＊会　場　　　総合福祉センター

　　＊参加者　　　１１０人

　　＊協力者　　　６６人（民生児童委員、ＪＡふれ愛みどりの会、相馬保育園）

７　車椅子同乗軽自動車貸出事業【共同募金配分事業】

　　自力で歩行が困難な高齢者及び重度の身体障がい者、知的障がい者の病院への通院

　や外出等の支援並びに社会参加等を促進を図るために貸出事業を行いました。

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞

※２台貸出車両所有

８　介護用福祉機器の貸出状況

　　寝たきりの高齢者や重度心身障がい者等を抱える家族に対して、介護家族の負担軽

　減及び要援護者の福祉向上を図るために介護用福祉機器の貸出を行いました。

　◇貸出件数

　　＊ギャッチベット　　2台（更新継続含む）

　　＊車椅子　　 　　　40台（更新継続含む）

９　老人クラブ連合会の運営

　　　市内３６の単位老人クラブの連合組織である、相馬市老人クラブ連合会の運営並

　　びに経理の協力を行いました。

１０　高齢者スポーツ大会の開催

　　　運動を通して高齢者の健康増進を図るとともに、社会参加の促進と地区の連携や

　　会員親睦を深めることを目的に開催しました。

　　　＊期　日　　７月９日（水）

　　　＊会　場　　スポーツアリーナそうま

　　　＊参加者　　５２３人

１１　老人クラブ連合会長杯パークゴルフ大会の開催

　　前期高齢者の加入促進を図るため、パークゴルフ大会を通じて、新規会員の獲得を

　目指すとともに、会員の日頃の運動不足解消と会員相互の親睦と融和を深めることを

　目的に開催しました。

　　　＊期　日　　１０月７日（火）
　　　＊会　場　　相馬光陽パークゴルフ場

　　　＊参加者　　９９人

216.2

－４－

走行距離 61 172 2,594

月 平 均

貸出件数 3 2 71 5.9

月 別 ２ 月 ３ 月 合 計

254 146

貸出件数 4

走行距離 82 461 183

12 7

361 175

１ ２ 月 １ 月
11 5

月 別 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月

走行距離 339 246 114

７ 月 ８ 月

貸出件数 5 6 3 6 7

月 別 ４ 月 ５ 月 ６ 月

6.7

走行距離 386 412 13,049 1,087.4

貸出件数 3 3 80

205 607

月 平 均月 別 ２ 月 ３ 月 合 計

走行距離 1,602 2,334 1,798

１ ２ 月 １ 月

貸出件数 10 15 10 2 4

月 別 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月

走行距離 908 1,162 1,817 832

貸出件数 6 5 12 5 5

項 目

月 別 ４ 月 ５ 月 ６ 月

事 業 実 施 内 容

７ 月 ８ 月

986



１　福祉協力校に対する助成

　　市内の小学校、中学校、高等学校の児童・生徒を対象に社会福祉に対する理解と関

　心を高め、社会奉仕、社会連帯の精神を養い、健全な地域社会創造の心を培うととも

　に、児童・生徒を通して、家庭や地域社会への啓発を図ることを目的とした事業に対

　しての活動援助のため、福祉協力校の指定を行い助成金の交付を行いました。

　市社協指定【市社協補助事業】

　　＊小学校　…　１０校

　　　中一小、中二小、桜丘小、大野小、飯豊小、磯部小、玉野小、日立木小、山上小、

　　　八幡小

　　＊中学校　　…　５校

　　　中二中、向陽中、磯部中、玉野中、中一中

　　＊高　校　　…　１校

　　　相馬東高

２　子育て支援事業に対する協力

　　地域（８地区）において、地域の主任児童委員や民生委員、ボランティア等により、

　　自主的に実践する子育て支援事業に対して援助・協力を行いました。

１　声の広報サービス事業【市補助事業】

　　視覚障がい者等に対して、広報「そうま」をボランティアの協力により、テープに

　収録して希望者宅に届けました。

　　＊利用者　　　　　３人

　　＊延べ協力者　　９０人

　　＊延べ配付数　　５０本

２　身体障がい者福祉会の運営協力

　　市内の身体障がい者115人で組織している、相馬市身体障がい者福祉会の運営並び

　に経理の協力を行いました

３　障がい者体育大会の開催
　　市内に居住又は市内の障がい者施設に通所する障がい者が一堂に会して、運動競技
　をすることにより、体力の維持増進と交流を図ることを目的として、相馬市障がい者
　体育大会を開催しました。
　　＊期　日　　１１月　６日（木）
　　＊会　場　　スポーツアリーナそうま
　　＊参加者　　１４１人
　　＊協力者　　３０人
４　相馬市手話講習会への協力

　　障がい者が自分らしい充実した生活を送れるよう「ノーマライゼーション」の理念

　に基づき、健常者と障がい者とのコミュニケーションを円滑化し、障がい者の自立と

　社会参加の促進を図ることを目的に相馬手話サークルの協力のもと開催しました。

　　＊期　日　　６月１２日から９月４日までの毎週木曜日（８回）

　　＊時　間　　午後７時から８時３０分まで

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊修了者　　６人

５　相馬市手話奉仕員養成講座（入門）の開催

　　聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度等についての理解と認識を深めるととも

　に、手話で日常生活を行うのに必要な手話語彙及び手話表現技術を一般に広めるため

　の奉仕員を養成することを目的に相馬手話サークルの協力のもと開催しました。

　　＊期　日　　５月３０日から１０月３１日までの金・日曜日（２５回２６コマ）

　　＊時　間　　午後７時～８時３０分（金）、午後１時３０分～４時４０分（日）

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊修了者　　８人

６　相馬市点訳奉仕員養成講座の開催

　　視覚障がい者の福祉に理解と熱意を有する者に対して、点訳の指導を行うことによ

　り点訳奉仕員を養成し、もって視覚障がい者の福祉・文化の増進を図ることを目的に

　点訳サークルの協力のもと開催しました。

　　＊期　日　　２月３日から３月３１日までの毎週火曜日

　　＊時　間　　午後７時から８時３０分

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊修了者　　４人

７　そうま障がい者相談支援センター事業

　　　平成２６年４月１日から相馬市から受託として、そうま障がい者相談支援センター

　　を設置し、市内に居住する障がい者又は障がい児の保護者が住み慣れた地域で、自立

　　した日常生活や社会生活を営むことができるように相談に応じます。　

　　また、心身状況、その置かれている環境に応じて、障がい者や障害児の保護者の選

7
児童福祉事
業の推進

8
障がい者福
祉事業の推
進

－５－

項 目 事 業 実 施 内 容



　択に基づき、適切な障害福祉サービス等の様々なサービスを変化に応じて切れ目なく

　提供する為の援助や指導を行いました。

　　なお、保健・福祉・医療・就労支援・教育との連携による総合的な支援により、生

　　活の安定と心身機能の維持向上に繋げることで、障害者並びにその家族等の福祉向上

　　を図りました。

１　総合学習授業（福祉体験教室）への派遣等【市補助事業】

　　小学校や中学校の授業の一環として、高齢者や障がい者への理解を深めるとともに、

　高齢者や障がい者の立場に立って考え、自分にできることを進んで行おうとする心を

　育てるための福祉体験教室に、職員や手話サークル、点訳サークルの会員を講師とし

　て学校に派遣・指導しました。

　◇派遣等回数　…　６回

人
２　参考図書の配付

　　社会福祉及びボランティア等に関する参考図書を社協役員及びボランティア等の関

　係者に配付しました。

１　相馬市共同募金会委員会の運営

　　共同募金の事業（赤い羽根共同募金、歳末助け合い募金）を実施し、民間社会福

 　 　祉施設団体及び生活困窮者・寝たきり高齢者世帯等への見舞金の配分を行いました。

◇配分金総額（平成26年度募金配分） 円

（１）社会福祉施設等への配分合計 円

　　＊事業費配分 円

　　＊臨時施設配分 円

（２）歳末助け合いの配分合計 円

　　＊在宅配分 円

　　＊地域ふれあい交流事業配分 円

　　＊子育てサロン支援事業配分 円

　　＊福祉施設地域交流事業配分 円

　　＊その他の事業分 円

2　住民支え合い活動助成事業の受付

　 「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」をもとに、住民同士による支え合い

　やボランティア活動の輪を広め、人々の繋がりや被災地域のコミュニティ再興などに

　取り組む団体の支援を目的に実施され、助成事業の受付を行いました。

　　＊２０件

１　日本赤十字社相馬市地区の運営

　　赤十字の基本原則に従い、社員増強運動を図るとともに、奉仕精神の啓蒙とボラ

　ンティアの育成並びに災害被災世帯援護のための毛布・日用品セット等の配付を行

 　 　いました。

（１）災害援護活動

　　　住宅火災３世帯（全焼）に対して日用品セット及び毛布等の配付を行いました。

（２）高齢者作品展顕彰の実施

　　　はまなす館まつり“高齢者作品展示会”に日本赤十字社福島県支部長賞を優秀

　　作品に授与しました。

　　＊受賞者　高橋　稔（作品名「漁船１」）

（３）無認可保育所、小規模作業所への外用薬品の贈呈

　　＊事業所内保育所　１施設

　　＊障がい者福祉サービス事業所　７施設

　　＊障がい者小規模作業所　２施設

２　赤十字関係団体に対する助成

　　＊相馬市赤十字奉仕団　　…　４０，０００円

　　＊相馬市献血推進協議会　…　４０，０００円

　　＊相馬市地区有功会　　　…　２０，０００円

11 27

1,717,732

福祉体験

41 人
老年期の対象について理
解を深める。

桜丘小 80 人
点字、手話、高齢者疑似
体験を通じて理解を深め

－６－

8,417,030

4,094,298

300,000

11
日本赤十字
社の活動

1,815,000

50,000

4,022,732

事 業 実 施 内 容

4,394,298

464

10
共同募金会
の活動

2 12・13

看護学校

260,000

180,000

福祉について学ぼう。
（講義）

老人福祉 135 人 疑似体験活動。

135 人

向陽中

学 習 名

2 10 向陽中 老人福祉

10 16 老人福祉

人 数 目 的 （ 内 容 ）

6 19 中村二中 老人福祉 73 人
福祉体験活動に伴う事前
学習。

9
ボランティ
ア養成研修
事業の推進

月 日 学 校 等 名

項 目



１　居宅介護支援事業（在宅介護支援センター）

　　ケアマネジメント機能を活かし、地域のおける中核的なケアプラン作成の実施機関

　となるために、職員の専門性の向上を図るとともに、利用者の意思及び人格を尊重し、

　利用者の家族等との信頼関係のもとに利用者の立場にたち、関係する機関・事業所と

　連携を緊蜜に図りながら、常に中立・公平な介護支援に努め在宅福祉の向上を図りま

　した。又、地域包括支援センターの委託を受け、介護予防ケアプランの作成も行いま

　した。

２　通所介護事業・介護予防通所介護事業（デイサービスセンター）

　　要支援及び要介護状態にある利用者に対して、利用者及びその家族等との信頼関係

　のもとに、利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生

　活を営むことができるように、入浴、排泄、食事等の介護、その他の生活全般にわた

　る援助を行うとともに、関係する機関及び指定居宅介護支援事業所等との緊密なる連

　携のもと、適切な通所介護・介護予防通所介護（デイサービス）事業の提供に努めま

　した。

３　訪問入浴介護事業・介護予防訪問入浴介護事業（訪問入浴サービス）事業

　　要支援及び要介護状態にある利用者に対し、利用者及びその家族等との信頼関係の

　もとに、利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活

　を営むことができるよう、衣服の着脱や入浴介助を始め、介護相談や指導等の援助を

　行うとともに、関係する機関及び指定居宅介護支援事業所等との緊密なる連携のもと、

　適切な訪問入浴介護及び介護予防訪問入浴介護（訪問入浴サービス）事業の提供に努

　めましたが、看護師の人材確保ができず１２月１日より活動を休止し、平成２７年３

　月３１日で事業を廃止しました。

１　金員の寄付

　◇件　数 件→ 円

　　＊指定寄付… 件 円

　　　・福祉バス 件 円

　　　・社会福祉基金 件 円

　　＊一般寄付… 件 円

２　物品の寄付

　◇件　数 件 点

　　＊車いす　　　　　　　　　 1 点

　　＊シャワーチェアー　　　　 2 点

　　＊ジャガイモ（６Ｋｇ） 点

　　＊トイレットペーパー 点

　　＊乗車券割引券 点

　　＊ワイヤレスマイク機材一 点

　　＊玄米（３０Ｋｇ） 点

　　＊住宅用火災警報器 点

　　＊ブルーレイディスクレコーダー 点

１　苦情解決取扱関係

（１）苦情解決取扱規程による「第三者委員」の活動

　　　本会が行う事業及び介護サービス等に関し、利用者等の立場に配慮した適切な対

　　応を推進するため、本会事業の相馬市デイサービスセンター利用者との交流を図り、

　　利用者の要望等を聞き取りのため訪問活動を実施しました。

　　＊訪問回数　…　４回（７月１４日（月）・９月１６日（火）・１１月１９日（水）

　　　　　　　　　　・２月５日（木））延べ１０人参加

　　＊訪問時間　…　午後２時より午後４時まで

（２）苦情等取扱件数

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

※取扱件数の内容は、すべて要望。

２　福祉団体等事務局の運営

　　＊相馬市民生児童委員協議会

　　＊相馬市老人クラブ連合会

　　＊相馬市身体障がい者福祉会

　　＊相馬市ボランティア連絡協議会

－７－

0 0

00 0

0

地域包括支援センター 0 0 0

0

訪問入浴サービスセンター

0 0

デイサービスセンター 0

未 解 決
件 数

社会福祉協議会 0

0

事 業 名 取扱件数
内 部 解 決
件 数

第三者委員
報 告 件 数

0

在宅介護支援センター

14
その他の事
業

24

1

4

3

10

1

1

項 目 事 業 実 施 内 容

9 47

1,128,524

2 2,777,286

25 1,243,992

15

42 5,149,802

27 4,021,278

13
寄付金品の
受入れ状況

12
介護保険等
事業の推進

0

0 0 0計

0 0

0

0



　　＊相馬市赤十字奉仕団

３　各種団体、ボランティアグループ及び福祉団体等に対する助成

　◇助成金総額 円

　　＊民生児童委員協議会… 円

　　　・運営費　 円

　　　・食事サービス事業費 円（市補助分）〕

　　＊ともしびの会… 円〔食事サービス事業費（市補助分）〕

　　＊新日本婦人の会… 円〔食事サービス事業費（市補助分）〕

　　＊さくら会… 円〔食事サービス事業費（市補助分）〕

　　＊老人クラブ連合会… 円〔事業費〕

　　＊身体障がい者福祉会… 円〔事業費〕

　　＊遺族会… 円〔事業費〕

　　＊手をつなぐ親の会… 円〔事業費〕

１　月例職員会議の開催

　　毎月職員会議を開催し、月の行事・事業内容及び交通事故防止等について説明しま

　した。

２　各種会議・研修会等の開催状況（前掲分及び委託事業等掲載分を除く）

　　※センターは総合福祉センターの略

　◇社協事業分

　◇民生児童委員協議会関係

監事会（センター）

理事会（センター）

総会（センター）

　◇老人クラブ連合会関係

　◇ボランティア連絡協議会関係

役員会・監事会（センター）

総会（センター）

　◇赤十字奉仕団関係

委員会・監事会（センター）

31 退職辞令交付式（事務所）

退職辞令交付式（事務所）

5

理事会・監事会（センター）

月 日 会 議 等 名

11

辞令交付式（事務所）

8

施設訪問（報徳保育園）

施設訪問（相馬ホーム）

月 日 会 議 等 名

4

25

26

29

－８－

月 日

総会・会長会（センター）

月 日

8

女性部会（センター）16

11 理事会（センター）

5 8

6 女性部会（センター）

5

仕事始めの式（センター）

9 施設訪問（相馬愛育園）

施設訪問（ベテランズサークル）

24

施設訪問（スマイルセンター）10

24

1 5

9

1

施設訪問（川原町児童センター）

施設訪問（ふきのとう苑）2

7

退職辞令交付式（事務所）

12 1

1

12 26

11 28

仕事納めの式（センター）

7

月

辞令交付式（事務所）

15
事務局の活
動状況

4 1 辞令交付式（事務所）

8

6 30

95,000

95,000

51,000

35,000

項 目 事 業 実 施 内 容

162,500

312,500

150,000

日

会 議 等 名

会 議 等 名

6 30

6 23

7 17

会 議 等 名

会長会（センター）

1,076,000

162,500

162,500

162,500

3 20 会長会の開催（センター）

会長会・新年会（かんのや）

10 31

1 30

7 17

8 26 双葉郡内相馬市への避難住民交流会

双葉郡内相馬市への避難住民交流会

総会（センター）

2 23

月 日 会 議 等 名



　◇身体障がい者福祉会関係

三役会（センター）

監事会（センター）

理事会・代議員会（センター）

総会（センター）

３　各種会議・研修会等への出席・参加状況（福祉団体等の役員出席は除く）

　◇社会福祉協議会関係

－９－

20 国民健康保険運営協議会 市役所 会長

会長

介護保険事業計画等策定委員会 会長他8

8 健康づくり推進協議会 保健センター 会長

〃 市部のファンドレイジング連絡会

市役所 会長

県共募評議員会 福島市

30 相馬愛育園あり方委員会

12

同施設 会長

17

〃

5 相馬中央病院就任祝賀会 フローラ 会長

会長

30 復興会議 市役所 会長

12～13

県共募理事会、評議員会 福島市 会長

〃

30 国民健康保険運営協議会 市役所 会長

老人クラブ連合会総会

23 社会福祉法人スマイルワーク理事会 スマイルセンター 会長

22 相馬市役所庁舎建設検討委員会 市役所 会長

17 東京都足立区民生委員の集い 東京都足立区 会長

27 公民館運営審議会 公民館 会長

会長
広域市町村圏組合

29 相馬福祉会評議員会 同施設 局長

県社協社会福祉事業施設団体職員共済事業運営委員会 福島市 局長

28

28 復興会議 市役所 会長

26

15 県特別支援教育振興会相双支部定期総会 センター 会長

〃 相馬市募金推進委員会 市役所 会長

相馬更生保護婦人会総会 センター 会長

20 オール相馬軍ソフトボール倶楽部総会 焼肉園 会長

23 復興会議理事会 市役所 局長

〃 手話勉強会総会 センター 会長

24 相馬市区長会総会 市役所 会長

27

市役所

相馬地方に介護福祉士学科をつくる会 センター14

新日本舞踊村井流相竜会発表会

16

9 会長他

会長

会長

7

会長・局長

11

〃

3 森の都夏祭り

6 鎮魂記念館検討委員会

4 公立病院改革プラン委員会

7 足立区ふくし祭り 東京都

市役所1

公立病院

赤十字奉仕団総会

会長・局長

会長

センター

〃 ボランティア連絡協議会総会 センター 会長他

会長他

高齢者スポーツ大会

センター

東京都 局長社協活動全国会議

局長

会長他

災害関連死判定委員会

相馬地方に介護福祉士学科をつくる会報告会 南相馬市

そうまサマーフェスタ打ち合わせ11

〃

市役所

郡山市10

2

〃

センター

社会福祉法人等代表者会議

会長

会長

会長

4 8 福島県立相馬養護学校入学式 同校

市民会館

そうま夏祭り運営委員会

市役所

〃

会長

月 日 会 場 参 加 者会 議 等 名

相馬看護専門学校入学式 同校体育館 職員

7 6

6 3

月 日

会長

会長

会 議 等 名

5 2 相馬地方に介護福祉士学科をつくる会

県社協評議員会 福島市

飯舘村、南相馬市

新地町、相馬市
7 相馬地方に介護福祉士学科をつくる会

県共募理事会 福島市 会長・局長

26

会長

局長

相馬福祉会理事会

6 市町村社協会長事務局長会議市町村社協連絡協議会全体会

市役所

同施設

局長

会長

東京都

会長

福島市 局長

アリーナ

同施設

24

〃

6

市役所

身体障がい者福祉会総会

〃 柏崎市社協支援打ち合わせ 会津若松市 局長

復興会議

復興会議理事会

6



23 復興会議 市役所 会長

－１０－

19 民生児童委員研修会 センター 会長

〃 国民健康保険運営協議会 市役所 会長

インフルエンザ対策協議会 保健センター 会長

16 介護保険事業計画等策定委員会 市役所 会長他

〃 応急仮設住宅終了検討委員会 市役所 会長

12 相馬愛育園あり方委員会 同施設 会長

日赤県支部評議員会

21 身体障がい者福祉会新年会 ふたばや 会長他

23 相馬地方に介護福祉士学科をつくる会 南相馬市 会長

16 社会福祉法人スマイルワーク理事会 スマイルセンター 会長

19 日赤福島県支部地区長会 福島市 会長

〃 相馬福祉会理事会 同施設 会長

〃 復興会議 市役所 会長

22 相馬福祉会評議員会 同施設 局長

17 応急仮設住宅終了検討委員会

相馬地方に介護福祉士学科をつくる会陳情 仙台市 会長

5 民生委員推薦委員会 市役所 会長

復興庁意見交換会 郡山市

市役所 会長

3 相馬市表彰式 市民会館 会長

15 公立病院改革プラン委員会 公立病院 会長

29 相馬愛育園あり方委員会 同施設 会長

会長・局長他

8 介護保険事業計画等策定委員会 市役所 会長他

14 相馬愛育園あり方委員会 同施設 会長

3 相馬市表彰審査会 市役所 会長

14 応急仮設住宅から恒久住宅への検討会 市役所 会長

福島市

会長

〃 災害関連死判定委員会 市役所 会長

局長

1 相馬福祉会評議員会 同施設 局長10

〃 市庁舎安全祈願祭 現地 会長

福島市 局長

局長

〃 相馬福祉会理事会 同施設 会長
県社協社会福祉事業施設団体職員共済事業運営委員会

〃 相馬市表彰審査会 市役所 会長

12 相馬愛育園あり方委員会視察 福島市 会長9

〃 相馬福祉会理事会 同施設 会長

27 公立病院改革プラン委員会 公立病院 会長

22 県特別支援教育振興会相双支部講演会 南相馬市 会長

25 相馬福祉会評議員会 同施設 局長

21 復興会議 市役所 会長

1

18

日光市社協災害対応研修会講師

6

2 2

老人クラブ新春の集い

1

市役所

29 県社協評議員会

22

〃 復興会議理事会 市役所

復興会議

県社協社会福祉事業施設団体職員共済事業運営委員会

会長

かんのや

会長他

会長

局長

東京都

局長

市金婚を祝う会

日

13

新春のつどい

15

会長他30

〃

11

7

介護保険事業計画等策定委員会

日光市

市役所

26

22 相馬福祉会評議員会 同施設

〃 相馬福祉会理事会 同施設

16 相馬地方社協連絡会

19

会長他

フローラ

アリーナ

現地

局長・センター長

市役所 会長

会 議 等 名

福島市

29

県身障福祉大会 市民会館

24

中田貢弘寶雙光章を祝う会

会長他

センター

センター 会長

会長

会長

月

25 復興会議 市役所

県社会福祉大会

かんのや

6

戦没者を追悼する市民の祭典

市障がい児者体育大会

27

会長・局長他

12

15 フローラ

会長

東京都

会長

22 弘前豊徳会講演

会長

弘前市

会長6

12

相馬市千客万来館・中央公民館落成式

〃

会長

会 場

茶畑会忘年会

県社協評議員会

福島市 局長

参 加 者

社協活動実践研修 係長8～10

福島市



　◇老人クラブ連合会関係

　◇赤十字奉仕団関係

　◇身体障がい者福祉会関係

〃 復興会議 市役所 会長

ベテランズ1 9 百歳賀寿（草野トキ氏）

戦没者を追悼する市民の祭典（総合福祉センター）11

日 会 議 等 名 会 場 参 加 者

職員
2

〃 相馬福祉会理事会 同施設 会長

〃 相馬手話勉強会定期総会 センター 会長

30 相馬福祉会評議員会 同施設 局長

〃

民生児童委員推薦委員会 市役所 会長

〃 げんき応援教室 センター 会長他

20 相馬地方に介護福祉士学科をつくる会 南相馬市 会長

20 公立総合病院臨床研修管理委員会 現地 会長

27 応急仮設住宅終了検討委員会答申 市役所 会長

4 県特別支援教育振興会相双支部役員会 センター 会長

24 応急仮設住宅終了検討委員会 市役所 会長

〃 公民館運営審議会 公民館 会長

〃 鎮魂祈念館検討委員会 市役所 会長

月

職員
百歳賀寿（青田ハナ氏） ベテランズ 職員24

郡山市 職員
職員

29
市内

職員4 市町村連合会長･事務局長合同会議

百歳賀寿（愛澤ハギヨ氏） 市内

職員
17 百歳賀寿（鈴木セキ氏） 相馬ホーム 職員
15

職員南相馬市南相馬市ニュースポーツリーダー研修会

郡山市 職員

職員

やさしさ地域友愛ネットワーク事業説明会

郡山市

百歳賀寿（中塚ナツイ氏）

職員
8

19

百歳賀寿（高玉ミツエ氏） 相馬ホーム 職員

福島県立相馬養護学校卒業式 同校 会長

25

4 5 百歳賀寿（酒井ツメ氏） 森の都

7

3

参 加 者

ベテランズ

県社協社会福祉事業施設団体職員共済事業運営委員会

県共募評議員会

会長

10
27

職員

郡山市
職員

26 百歳賀寿（長尾ヨネ氏） 市内

9
27

6 23

訪 問 社 協 等 名

25
東日本大震災復興支援事業「赤十字にこに
こ健康教室」

16
各種行事等
への協力

月 日

25

24

センター

22

8

東北福祉大学体験学習受入

5 三菱電機労働組合視察

相馬市

事 業 名

東北福祉大学実習生受入

29 金婚を祝う会（総合福祉センター）

日

7

7
柚木仮設住宅サ
ポートセンター

会長他10 県身体障がい者福祉大会

職員

月 日

職員

月 日 会 議 等 名 会 場 参 加 者

会 議 等 名

1 浜通り市町村連合会長・女性部長・事務

25 百歳賀寿（遠藤ヨシ氏） 相馬ホーム

百歳賀寿（松野トメヨ氏） 市内

百歳賀寿（菊池清孝氏）
第18回福島県高齢者芸能発表大会

5

郡山市

職員

11
百歳賀寿（遠藤フク氏） 市内 職員

26 市内

11

会 議 等 名

12 5

女性リーダー研修会（～15日）
局長連絡会議

7 14

百歳賀寿（青田トク氏）

22

5

公立相馬総合病院第１病棟落成式・内覧 現地

郡山市

会 場

27

〃

福島市

福島市 会長

会長

日

局長

会長・局長

会長他

社会福祉トップセミナー

3

福島市

同校体育館

現地

市民会館

3 職員相馬看護学校卒業式

ふれあい会食会

会長

会長

11

〃

伝承鎮魂記念館落成式

東日本大震災追悼式

8 21 福島学グローバルネットワーク実習生受入

職員
8

17

参 加 者会 場

月

17
研修・視
察・実習等
の受入状況

－１１－

月

県共募理事会



赤十字奉仕団河東分団視察受入

3 12 小田原市社会福祉協議会富水地区協議会視察

12 日赤福島県支部視察団体受入

1 20 県老連会長来相

9

8

福島介護福祉専門学校実習生受入

東北福祉大学体験学習受入

2

－１２－

10 9 桑折町赤十字奉仕団視察受入

11 日光市社協役員視察受入13

〃

月 日 訪 問 社 協 等 名


